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“デザイン思考”

ユーザーの行動観察から潜在ニーズを発掘し、
今までにない新しい価値や
本当に求められているものを考え出す方法論。

厳しい経営環境が続く家具産地

“新たな価値を有する商品の開発が必要”

産地企業が実践可能な商品開発手法の
検討・提案（工業技術センター）

商品開発マニュアル・事例集の作成 技術指導・相談
デザイン活用研究会において幅広く県内企業に普及中

差別化が困難
売上拡大困難

佐賀県を代表する産業の一つである諸富家具産地では、ライフスタイルの多様化や人口減少による市場規
模の縮小、安価な輸入品との競争など厳しい経営環境が続いています。また、家具産業の市場は成熟してい
ることから、競合する他社との差別化が難しいのが現状です。

そこで、新たな価値を創出するための方法論として注目されているデザイン思考を活用し、さらなる売上
の向上と新規市場の開拓を目的に、産地企業が実践可能な新たな商品開発手法の構築に取り組みました。

着目

プロセスごとに選定した手法

モデル企業による実践・検証

① 「行動観察」による
潜在的なニーズの発掘

② 開発テーマ
の設定

⑤ ユーザーによる
評価

③ アイデア創出④ 有用性の確認
（プロトタイプ）

プロセス①→②

・近くに置いておきたい？
・片づけるのが面倒？

毎日使う物の片づけを

無理なく“習慣化”するには
どうしたらよいか？

① 行動観察による潜在ニーズの発掘

毎日使う物が散らかっている

部屋を綺麗にしておきたいが…

etc

潜在ニーズから導き出した開発テーマ

③ アイデア創出 ④ 有用性の確認（プロトタイプ）

マインドマップ

ブレーンドローイング

⑤ ユーザーによる評価 商品化

ありそうでなかった
毎日使うバッグの指定席

バック

etc

② 開発テーマの設定

プロセス③→④

プロセス⑤→商品化

上着 帽子

毎日使う
バッグに
絞り込み

バイヤーからの評価

独自性がある
競合する商品がない
ホテル・商業空間でも
シリーズ展開を期待

７店舗で販売中

今までに
ない家具を
提案

成果の普及


